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研究成果の概要（和文）：【目的】大規模な地震災害により被災した地域住民の健康を、自助と共助の観点から
プロモートする“コミュニティ・エンパワメント”の概念構造を明らかにすることである。これまでの経験を抽
出し、看護実践に活用できる知識体系の可視化に取り組んだ。研究方法は　文献データベースおよびフィールド
ワークから得られた要素を、研究命題の３つの要素に基づき看護活動を抽出しコード化、カテゴリ化を行い質的
帰納的に分析した。【結果】270コード、47サブカテゴリ、12カテゴリに整理された。

研究成果の概要（英文）：[Purpose] This study aimed to elucidate the conceptual structure of “
community empowerment” to promote wellness among residents of a region struck by a large earthquake
 from the perspectives of self-help and mutual assistance.[Study methods] We used publications on 
disaster nursing as a database　and field work factor. using the keywords, “disaster nursing,” “
public health nursing activities,” “community,” “health support,” “sanitation,” 
self-help,” and “mutual assistance.” For analysis, we extracted nursing activities based on the 
aforementioned 3 elements, which were then encoded and categorized to perform qualitative and 
inductive analysis.  [Results] The literature search yielded 37 publications. After analysis, they 
were sorted into 270 codes, 47 subcategories, and 12 categories.
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１．研究開始当初の背景 

本研究のテーマは，災害を受け被災地域に

暮らす高齢者を支える健康支援事業展開の

ための,コミュニティ・エンパワメントモデル

の開発である. 本研究では，被災地域で暮ら

す高齢者の健康をコミュニティで支えると

いう“共助”の概念に依拠する．被災地域の

住民らが健康問題を認識し,健康生活を支え

るコミュニティ活動が定着することをねら

いとし，地域住民のエンパワメントを促す保

健師,看護師等の介入プロセスに着目した.  

 

２．研究の目的 

本研究は，被災地域で生活する高齢者の健

康支援に関して，地域住民が問題意識と関心

をもち，コミュニティとして介入するしくみ

づくりを目指して，「コミュニティ・エンパ

ワメント」に向けた支援を行ったか，その介

入要素の構造化を行い，エンパワメントする

しくみを解明することを目的とした． 

 

３．研究の方法 

本研究の第１段階は,研究命題の主要概念

の抽出および妥当性を検討して研究命題を

設定した. 第 2 段階は, 被災地域の高齢者の

健康支援を地域で取り組むためのコミュニ

ティ・エンパワメントの要素と構造を明らか

にした． 

 データ収集期間は，平成 27年 11月～平成

29年 3月とした.データ収集方法は,第 1段階

においては,自然災害における医療活動に関

する文献データベースに基づきエンパワメ

ントの主要概念を抽出した． 

第２段階においては,2011年（平成 23 年）

3 月の東日本大震災における被災地域,宮城

県,福島県および,2016 年（平成 28 年）4 月

の熊本地震のフィールドワークおよび各被

災地域の医療活動支援の活動記録から被災

地域に暮らす高齢者への健康支援に関する

要素を収集した. 

 分析方法は,データマイニングの手法によ

る IBM SPSS Text Analytics for surveys の

ツールを用いて分析した. 

 
４．研究成果 

 本研究目的は，被災地域に暮らす高齢者へ

の健康支援に向けて，どのようなアプローチ

によりコミュニティをエンパワメントした

のか，そのしくみを解明することであった. 

 第１段階において,コミュニティ・エンパ

ワメントとは，地域住民の相互作用に基づ

くプロセスとして導かれた.その主要素は,

ⅰ）コミュニティ・エンパワメントを支援

する看護職者の介入要素,ⅱ）コミュニティ

の環境要素,ⅲ）地域住民の要素であった. 

 すなわち,コミュニティ・エンパワメントの

研究命題とは,“被災後の高齢者の健康支援に

おいて,看護職者は,地域住民を含むコミュニ

ティの環境調整を図り，しくみづくりからコ

ーディネートし,高齢者である被災住民の精

神と身体の健康回復・維持増進の行動をプロ

モートする”とされた. 

 第２段階では,研究命題に基づき,収集さ

れたデータをテキストデータとして,要素の

抽出と構造化を行った. 分析の結果,270 コ

ード,47 サブカテゴリ,12 カテゴリに整理さ

れた.12 カテゴリは構成要素が説明する文脈

に基づきマッピングされた.その概念構造は,

【地域の風土・規範】【時間の共有】【情報の

共有】が基軸であった. その上で,【健康支

援に関する資源のアクセス】【コミュニティ

機能の組織化】【健康支援者との友好的関係

性】【健康回復の実感】【コミュニティへの参

画意欲】【健康意識を育む場の形成】のプロ

セスが抽出された.災害サイクルの過程で拡

張することが期待される要素は,【住民どう

しの信頼形成】【地域への愛着】【生活の安全

と安心】であり,そこからコミュニティ復興

活動とともに，住民自らの健康生活パターン

として定着する傾向がみられた. 

 『被災地域に暮らす高齢者を支える健康支

援のための,コミュニティ・エンパワメントモ

デル』を説明する 12 のカテゴリについて，



文脈的背景を含めて意味するところを以下

に記述する. 

 被災地域に暮らす高齢者は,長年生活して

きた地域社会の自然,気候,地形,家屋とともに

自らの生命・生活を築いてきた.そこには文化

や伝統,しきたりを大切にした生活があった.

被災により家族や友人,仲間との別れ, 損壊

した家屋,いつも目にした風景が一瞬のうち

に違う光景となったことに大きな喪失感を

抱く.その中で守りたい文化・伝統やコミュニ

ティの絆を頼りとし, 時としてその気力が萎

え,ふさぎ込む,悔やむことを繰り返しながら

も生活を立て直す気力へとつなぐ.その力を

支える看護職者は【時間の共有】【情報の共

有】の場づくりからコミュニティの活力の糸

口を見出す. 【健康支援に関する資源のアク

セス】は高齢者の身体的機能をアセスメント

した上で判断される.行ける距離,行ける時間

は,集う場を選定する際の肝要な視点とされ

た. その場に行くことで,仲間と出会い,被災

の辛さを分かち合い,共有する時間の中で生

きている実感と生きようとする力を自ら感

じる.看護師,保健師がその場にいることで,

日ごろの会話から健康への意識づけがなさ

れる.【健康支援者との友好的関係性】が育

ち、時間の経過とともに【健康回復の実感】

を得る者が増える.【コミュニティへの参画意

欲】が高齢者を支える住民も含めて高まり

【健康意識を育む場の形成】がなされる.そこ

には,コミュニティの人々,風土,文化,仲間意

識と馴染みの場から【コミュニティ機能の組

織化】が生活する時間の中で育まれていく．

災害がもたらした健康危機に対して【住民ど

うしの信頼形成】【地域への愛着】がコミュ

ニティの結束を強くする傾向があった.また，

危機的状況の渦中である災害急性期におい

ては，【生活の安全と安心】を求めて日々を

営んでいた．安全と安心は，苦難を乗り越え

る力，生き続ける力，この土地で生活し続け

る意欲につながる原動力となっていた. 

 今回抽出された要素を総括すると，看護

師・保健師が果たす機能には，コミュニティ

の組織化を促進するためのサーバントリー

ダーの要素が多く含まれていた .すなわち , 

コミュニティをエンパワメントする上では，

率先して指揮をとる牽引型のリーダ―シッ

プではなく，影の力となる支援型のリーダー

シップが必要であることが分かった．コミュ

ニティに暮らす住民が主役となり,高齢者を

支えるしくみがコミュニティの中で根づく

ことがエンパワメントのコア要素であった. 

 災害の種類や地域特性によって健康危機

の様相は多様である．しかしながら，今回抽

出された概念構造は,コミュニティをエンパ

ワメントし健康支援を組み立てる骨子とし

て活用できる構造基盤であると考える． 
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